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3. 集油管による油回収の具体的な方法検討 

高水敷部及び北側・振子川護岸エリアにおける集油管による油回収の具体的な方法を以

下に示す。なお、集油管による油回収に際しては、囲い込み工の設置が前提となる。 

 

3.1 高水敷部 

 （1）高水敷部の状況 

高水敷部は、旧処分場内に想定される「油の根源」より拡散した油が、地下水流動に

沿って移流し、高水敷部まで広がっている状況と想定される。高水敷部の油相厚さは最

大で 50cm と想定される。 

このエリアでの対策を有効に進めるためには、まずは旧処分場内からの油の拡散を防

止した後に、当エリアに残る油を回収することが必要と考えられる。 

旧処分場内からの油の拡散防止により、当エリアに新たな油の供給がなくなると、場

内に残留した油は、地下水流動に沿って西→東に移流し、低水護岸部に設置する囲い込

み工の直近西側に溜まることになると想定される。 

 

（2）高水敷部の具体的な油回収方法 

高水敷部の具体的な油回収方法は、低水護岸部に設置する囲い込み工の直近西側に集

油管（砕石巻きの有孔管）+集油桝（竪坑）を設けて、集油する工法が考えられる。 

集油管（竪孔）内に集まる油相厚さは、最大でも 50cm 程度と想定されるため、油相

そのものを安定的に回収しつづけることは、困難と想定される。また、緩慢に集まる油

を回収し続ける必要があるため、前回委員会で示した掘削釜場における油回収のように

「大量揚水→油水分離→水処理」を行っても、十分な効果が得られるとは考えにくい。 

そのため、集油管による油回収では、いかにして少量の油相そのものを安定的・継続

的に回収し続けるかが、課題となる。 

比較的薄い油相を継続的に回収するための手段としては、竪孔内に待ち受け式のオイ

ルスキマーを設置することが考えられる。油揚程は数 m程度と比較的小さいため、オイ

ルスキマーと地上式ポンプとの組み合わせによる回収が、本エリアでは合理的と想定さ

れる。ガソリン形成分を含む油に対する設備素材の耐性についても、考慮しておく必要

がある。また、少なくとも孔内では防爆仕様とする（孔内では電気等を使用しない）必

要がある。 

 

 
 
 
 
 








